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【課題とアプローチ】

【課題とDXアプローチ】

 デジタルデバイド（情報格差）の解消
 地域共助人材（担い手）不足の解消
 暮らしを支えるデジタル利活用不足の解消

一宮研伸大学の学生10名を
学生ナビゲーターモニターとする

市内在住の高齢者30名をモニターとして
オンラインスクールを体験していただく

自ら学び、その知識を活かして「他者を支え、地域に
貢献したい」という意欲を持つ人材の育成と活動促
進を目指します。

デジタルの学びを中心に、テーマごとに整理された
内容を、スマートフォンによるeラーニングで自分の
ペースで学習・復習できるオンライン学習ツール。

【今年度の実証範囲】
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将来構想（ビジョン）
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参考：地域共助の仕組みの全体像


